
　表面張力効果を利用した気液分離装置。マイクロ蛇腹溝に流入し
た気体冷媒と液体冷媒が混合した二相流を表面張力の作用で液は溝
に保持し、気体は溝外に流出させ分離する仕組み。空気を冷却する
熱交換器には気体冷媒と液体冷媒が混じった冷媒が流入する。液体
冷媒は熱交換器内で蒸発することで、空気から熱を奪い空気を冷却
するが、気体冷媒は冷却に寄与しない。
　熱交換器入り口に気液分離器を設置し、蒸発に寄与しない気体冷
媒を分離し、熱交換器から除去バイパスして熱交換器には冷却に直

接関与する液体冷媒だけを流入させる。これにより、管路の長い熱交換器管内の冷媒流速を下げ、圧力
損失を低減して圧縮機入力を減らすことができる。表面張力を利用しているため、従来の重力型に比べ
小型で可動部がなく、動力が不要で微少流量・重量に対応できる。
　家庭用ルームエアコン、業務用パッケージエアコン、カーエアコンのほか、冷凍・冷蔵機器などの冷
凍サイクル応用製品の消費電力を３～５％削減できる。ガス中の水分除去、水・溶液中のガス脱気など、
あらゆる気液分離に応用できる。
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